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北海道知事定例表彰
○勤続章（30年）
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
○勤続章（20年）
　第四分団　団　　員　滝野　行央
○勤続章（10年）
第三分団　団　　員　工藤　真人
第三分団　団　　員　白石　智也
第四分団　団　　員　福地　亮太
第四分団　団　　員　加藤　　卓

最近のできごと

いじめ防止について考える

中学校で人権教室

　人権教室が１２月９日、鹿部中学校で開かれました。
　講師として、鹿部町人権擁護委員の鈴木昌志さんと滝野
幸子さんが来校。いじめについてのドラマを視聴し「いじ
めはどうしていけないのか」「いじめはどのようにして起こ
り、どうすれば防げるのか」を個人やグループで考えまし
た。
　生徒たちは人権教室を通して、いじめは絶対に「しない」
「させない」ということを再確認しました。

タブレット端末の基本操作習得へ

小学校で「打て打てウィーク」

　鹿部小学校では、タブレット端末の基本的な操作を習得
するために「打て打てウィーク」を実施しています。
　打て打てウィーク期間中は、朝や授業時間、休み時間な
どにタブレットに触れ、慣れるための取り組みを行ってい
ます。
　12月に実施された第３期打て打てウィークでは、アプリ
ケーションを使ったタイピング練習などを行い、児童たち
は画面を見ながら真剣に取り組んでいました。

平穏な１年願い決意新たに

鹿部消防出初式

　鹿部消防出初式が１月２日、総合体育館で開かれました。
参加した団員らは平穏な１年を願い、決意を新たにしまし
た。
　また、長年にわたり消防団活動に尽力した団員の表彰も
行われました。
　受賞者は次のとおりです（敬称略）。

北海道消防協会長表彰
〇功績章
　第二分団　副分団長　横山　忠之
〇勤続章（30年）
　第三分団　分 団 長　盛田　　浩
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
○勤続章（20年）
　第一分団　班　　長　西山　雄一
　第四分団　団　　員　滝野　行央
○勤続章（10年）
第二分団　団　　員　釜澤　友弘
第二分団　団　　員　木村　雄太
第二分団　団　　員　佐藤　開登
第四分団　団　　員　福地　亮太
第四分団　団　　員　加藤　　卓

渡島地方支部長表彰
〇功労表彰
　第一分団　副分団長　中村　憲市
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
南渡島消防事務組合管理者表彰
〇勤続章（30年）
　第三分団　分 団 長　盛田　　浩
　第四分団　団　　員　松川　雅紀
鹿部消防団長表彰
〇優良団員
　第三分団　班　　長　熊川　直士
　第四分団　団　　員　滝野　行央

こんにちは保健師ですこんにちは 保  健  師 です。。
ほ けん し

　今月の担当は、山田　侑季です。

冬季はヒートショックに注意が必要です
〇ヒートショックとは
　　ヒートショックとは、家の中の急激な温度差
により血圧が大きく変動し、失神や心筋梗塞、
脳梗塞などを引き起こしてしまうことです。冬
季は暖房をつけている暖かい部屋と暖房をつけ
ていない浴室やトイレの温度差が10℃ を超える
こともあり、ヒートショックを起こしやすいと
いわれています。例えば、暖かい部屋から寒い
浴室へ移動すると、血管が縮み血液が流れにく
くなるので、血圧は急上昇します。しかし、浴
槽の温かいお湯につかることで血管は拡張し、
急上昇した血圧が急激に低下してしまいます。
その後も体を洗うために浴槽から出たり、寒い
脱衣所に出たりを繰り返すことで、血圧は急激
に変動し続けます。このような急激な血圧の変
動によって、高血圧や糖尿病など動脈硬化が進
行した方は、心筋梗塞や脳梗塞などを引き起こ
す危険性があります。
〇ヒートショックが起きやすい場所
　　ヒートショックを起こしやすい場所は、冷え
込んだ浴室・洗面所・脱衣所・トイレなど、温
度差がある場所です。ちなみに、トイレでは排
便時にいきむと血圧が上昇し、排便後には血圧
が下がるため、ヒートショックは生じやすくな
ります。
〇ヒートショックに特に注意が必要な人
　・65歳以上の方
　・今までに心臓や脳の病気を患った事がある方
　　（狭心症・心筋梗塞・脳出血・脳梗塞など）

　・高血圧、糖尿病、不整脈を患っている方
　・飲酒直後や食直後の入浴
〇ヒートショックの予防法
　・部屋の温度差をなくす
　　　浴室・トイレ・脱衣所に暖房器具を設置し、
暖かくしておくことが大切です。また、浴室
に暖房を設置できない場合は、シャワーの湯
気などで浴室を暖める事も効果的です。

　・入浴前後の水分補給
　　　入浴すると汗をかくため、体内の水分が不
足し血栓が生じやすくなります。血栓が生じ
ると心筋梗塞や脳梗塞を引き起こす危険性が
あるため、入浴前後はしっかりと水分を摂る
事が大切です。

　・いきみすぎない
　　　排便時にいきむと血圧が上がり、心臓への
負担が大きくなります。また、排便後は急激
に血圧が下がります。便秘気味の方は主治医
などに相談し、排便のコントロールを図るこ
とが大切です。

　・家族の声かけ
　　　ヒートショックが生じた場合、すぐに処置
することが必要です。家族の方が浴室やトイ
レからなかなか出てこないなどがあれば、声
掛けをしてみることが大切です。

　▼お問い合わせは、役場保健福祉課保健推進係
　（７－５２９１）へ。

◎ 駒ケ岳火山観測情報 ◎
　令和４年１２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
○全　　般　火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過し、噴火の兆候は認められません。
　　　　　　（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）
○噴煙活動　山頂の監視カメラによる観測では、昭和４年火口のごく弱い噴気が観測された日がありま

した。噴気活動は低調な状態です。
○地震活動　火山性地震は山頂火口原のやや深い場所で１回発生しました。地震活動は低調な状態で、
　　　　　　火山性微動は観測されませんでした。
○地殻変動　ＧＮＳＳ連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められませんでした。

（ＧＮＳＳ観測：ＧＰＳ含む衛星測位システムの総称）

①詳細は札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。　http://www.jma-net.go.jp/sapporo/
②気象庁ホームページに駒ヶ岳の火山観測データが掲載されています。火山活動状況などの把握にご利用ください。
　http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open-data/open-data.php?id=113


